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１．経営者からみなさまへ

2011年1月

株式会社コウベ・プレシアス・パール

この度、知的資産報告書を作成する事によりまし
て、自社を知り、これからもより一層お客様によい
サービスを提供し続ける事ができる様に、日々努
力いたします。

弊社の商品、サービスを通して、お客様がきれに
なって喜んでいただければ幸いです。

この知的資産経営報告書は、2007年3月に経済
産業省から公表された「中小企業のための知的
資産経営マニュアル」に従って、当社の見えざる
経営資源、そして強みを活かした今後の事業展
開、成長可能性を表現しています。

なにとぞ本報告書をご覧いただきまして、弊社の
思いをご理解頂けましたら幸いです。

今後ともよろしくお願い申し上げます。

代表取締役 松田 泰英

２．経営理念

私達は、夢と美しさを創造し、世界中のお客様に質の高い満足を提供す
ることを目指します。

私達は、常に仕事ができる環境、自然、健康に感謝の気持ちをもって、根
気よく仕事に取り組みます。

私達は、より大きなお客様の満足と、より働きがいのある会社への発展の
ため、常に新しい事へ挑戦し続けます。
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３．事業概要

（１）事業内容
・ 真珠製品全般の販売
・ 真珠加工、製造
・ アコヤ真珠、南洋真珠、黒蝶真珠、淡水真珠の輸出、卸販売

・ パールジュエリー、ライトジュエリー、アクセサリーの卸販売、小売販売

・ ネット販売

・ 小売店舗販売
・ 展示会（自社、百貨店等）

（２）取扱い商品

真珠素材
アコヤ真珠　南洋真珠
タヒチ黒真珠　淡水真珠

パールジュエリー
リフォーム

パールライトジュエリー
GRANGE

パールアクセサリー
パール・パール・コウベ

ペットジュエリー
Toujours　Assie
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３．事業概要

（３）オーダー商品ができるまでの流れ
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４．沿革

1992年 4月

1995年 1月

2001年12月

2002年 8月

2005年 8月

2006年 3月

2006年 4月

2007年12月

2008年 7月

2008年 7月

2008年12月

2010年 3月

会社設立（真珠輸出専門会社）

阪神淡路大震災で工場全壊

ネットショップ「風雅パールクラブ」開設

兵庫県 経営革新計画 承認

兵庫県 生活・サービス産業創出支援事業 事業化計画 認定

小売店舗「Pearl Pearl Kobe パール・パール・コウベ」オープン

本社、神戸旧居留地に移転

神戸市「神戸の新商品」 認定

経済産業省近畿経済産業局「地域産業資源活用事業計画」認定

神戸商工会議所「デザイン・ルネッサンス神戸PROJECT」認定

兵庫県「ひょうご新商品」 認定

近畿経済産業局「関西デザイン撰」 認定
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５．これまでの事業展開

1949年

真珠加工輸出会社として合資会社竹内商店創業

1992年～2005年

竹内商店、松田真珠の販売会社としてスタート。海外への真珠輸出を主な事業とし
ていた。

阪神淡路大震災で、加工場を全壊

バブル期以降の円高、国内アコヤ真珠の生産量の低下、それに比例した海外産真
珠の生産量の増加に合わせて、国内販売にシフト。

2006年～2010年

フォーマルよりもカジュアルに真珠を楽しんでもらう為に、デザインを重視した完成品
の開発販売に取り組む。

ブランドの立ち上げ、最終ユーザーの意見を取り入れる為、ネット販売、小売店舗販
売に進出。

多くのギフトカタログにブランド、「GRANGE」、「パール・パール・コウベ」が掲載される。

更なる市場開拓の為、ペットジュエリーを開発。
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６．当社を支える知的資産

知的資産－① 「提案力」
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６．当社を支える知的資産

知的資産－① 「提案力」
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６．当社を支える知的資産

知的資産－② 「社員の意識」
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６．当社を支える知的資産

知的資産－③ 「協力会社」
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６．当社を支える知的資産

知的資産－④ 「顧客につながる人脈」
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６．当社を支える知的資産

② 公的機関とのネットワーク

知的資産－④ 「顧客につながる人脈」

　　　　　神戸商工会議所
オリジナルブランド「GRANGE」
デザイン･ルネッサンス神戸
喜田俊之先生監修の下立ち上げ

　　　ひょうご産業活性化センター
経営革新計画認定
兵庫県「生活・サービス産業創出支援事
業事業化計画認定 
パール･パール･コウベ

　　　　中小企業基盤整備機構
経済産業省近畿経済産業局
「地域産業資源活用事業計画」認定
ペット用防汚パールジュエリー
「Toujours」「Assie」

　　　兵庫県中小企業団体中央会
バーチャル展示会HYOGO

　　　大阪府中小企業家同友会
経営理念作成
例会報告

　　　　日本真珠輸出組合
　　　　パールシティ神戸協議会
神戸コレクション出展
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（１） 今後の経営方針・ビジョン

７．これからの事業展開

スローガン

今後のビジョン

　お客様のご要望に合った質の良い「綺麗」を提供し、お客様にご満足、お喜びいただけることを
　我社の喜びとできる企業。

重要成功要因

A：　商品の取り組み　
　　　　お客様の「綺麗」に対するご要望を満たす商品が作れる。

B：　お客様への取り組み
　　　　お客様の「綺麗」を考えた質の高い提案がニーズに合わせてできる。

C：　スタッフの取り組み
　　　　お客様の「綺麗」が企業文化に浸透している。

D：　事業継続
　　　　お客様にリピートしていただける商品やシステムがある。

お客様を綺麗にすることで、喜んでいただく。

貴方様の綺麗と笑顔のために。

お客様とのコミュニケーションを通じて、美に関する要望を取り入れ、悩みを解消できる。
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７．これからの事業展開

（２） 将来展望（今後の取り組み）

A：　お客様の「綺麗」に対するご要望を満たす商品が作れる。
　　　　・お客様のご要望に合う真珠やジュエリー商品の強化。

　　　　・お客様を「綺麗」にする新商品開発。（真珠エッセンス、真珠加工技術、真珠以外）

　　　　・多くのお客様の声を聞き、理解する。アンケートの強化や商品サンプルのモニターを実施。

　　　　・商品化へ進めるような具体案を出し合い、意欲的に試してみる。

B：　お客様の「綺麗」を考えた質の高い提案がニーズに合わせてできる。
　　　　・お客様の「綺麗」を根本に考えた既存商品のコスト削減と新規市場の獲得。

　　　　・お客様の「綺麗」を考えた消耗新商品でリピーターを獲得。

　　　　・質の高い提案とPR。　営業力のアップ。

　　　　・真珠の特性について興味を持ってもらえるような仕掛けを作る。

C：　お客様の「綺麗」が企業文化に浸透している。
　　　　・お客様を「綺麗」にするためのスタッフの研修制度を作る。（デザイン、素材、技術など）

　　　　・スタッフ各自が「美」に関心があり、常に学ぶ姿勢で、情報交換ができ、積極的に行動ができる

　　　　　教育システムを作る。

　　　　・定期的に市場調査を行い、月次報告会などでリーダーやスタッフ間で情報を共有し、意識の

　　　　　確認と向上を図る。

D：　お客様にリピートしていただける商品やシステムがある。
　　　　・事業継続のための人材育成⇒5～10年で人材育成システムを作り、技術や知識などの情報を 　　

　　　　　共有し、後継スタッフを育成する。

　　　　・月次報告会で各項目をチェックし、経費削減を徹底する。
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７．これからの事業展開

今後の目標（KGI、KPI）

A：　提案件数  ⇒　40件/年
　　　新商品数及び完成度　⇒　10点/年、70%

B：　顧客満足度　⇒　70%
　　　リピーター率　⇒　30%(1年以内)

C:　研修回数　⇒　10回/年
　　　新デザイン掲載数　⇒　3点/社
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（３） 知的資産活用マップ

７．これからの事業展開

結果

お客様が商品を認知 お客様を綺麗にすること

してくださっている。 が利益に結びついて

いる。

お客様の「綺麗」に お客様にリピートして お客様の「綺麗」が お客様の「綺麗」を

対するご要望を満たす いただける商品や 企業文化に浸透して 考えた質の高い提案

商品が作れる。 システムがある。 いる。 がニズに合わせて

できる。

知的資産の連鎖図

スローガン：お客様を綺麗にすることで、喜んでいただく。⇒「あなたの綺麗と笑顔のために。」

企業像：お客様のご要望にあったしつの良い「綺麗」を提供し、お客様にご満足、お喜びいただけることを我社の
喜びとできる企業。
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リフォーム

パールラ イ ト
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「GRANGE」

パールアクセサ

リー

「パール・パー
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ペットジュエリー
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②新商品の開発
　　真珠エッセンス
　　真珠加工技術
　　真珠以外

 　　　提案力

③お客様か
らの信頼と
安心を得て
いる。

①お客様とのコ

ミュニケーショ

ン重視

ニーズを読み

取る力。

②女性スタッフ
の感性を生かし
たデザイン力。

　社員の意識

②月1の月次報

告会

③スタッフへの

マネジメント

①「お客様を綺

麗にすることで、

喜んでいただく」

という意識を大

切にしている。

　　協力会社

①素材やデザイン・テ

イストなどによってさま

ざまな工場と連携して

いる。

③3代60年に渡る

真珠メーカーとし

ての経験と実績。

②豊富な品揃えが

できている。

顧客に繋がる人脈

①
学
校

②

公

的

機

関

お客様とのコミュニケーションを通じて、美に関する
要望を取り入れ、悩みを解消できる。

営業力のアップ

消耗新商品でリピ-ターを
獲得。
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会社名 株式会社コウベ・プレシアス・パール

会社設立 平成４年４月（創業：昭和２４年４月）

資本金 １０００万円

代表者 松田 泰英

社員数 ９名

本社 兵庫県神戸市中央区江戸町９８－１

Website http://kobepp.com/ 

事業内容 真珠製品全般の企画・製造・加工・輸出・販売

社名 株式会社コウベ・プレシアス・パール

担当者 松田 泰英

〒650-0033 住所 兵庫県神戸市中央区江戸町９８－１

電話： 078-333-8071 FAX： 078-333-8070 E-mail： info@kobepp.com

８．会社概要

９．問い合わせ先

「知的資産」とは、従来のバランスシートに記載されている資産以外の無形の資産であり、企業における競争力の源泉で
ある人材、技術、技能、知的財産（特許・ブランドなど）、組織力、経営理念、顧客とのネットワークなど、財務諸表には表
れてこない、目に見えにくい経営資源の総称を意味します。

「知的資産経営報告書」とは、目に見えにくい経営資源、すなわち非財務情報を、債権者、株主、顧客、従業員といったス
テークホルダー（利害関係者）に対し、「知的資産」を活用した企業価値向上に向けた活動（価値創造戦略）として目に見
える形で分かりやすく伝え、企業の将来性に関する認識の共有化を図ることを目的に作成する書類です。経済産業省か
ら平成17年10月に「知的資産経営の開示ガイドライン」が公表されており、本報告書は原則としてこれに準拠して作成し
ております。

本知的資産経営報告書に掲載しました将来の経営戦略及び事業計画並びに附帯する事業見込みなどは、すべて現在
入手可能な情報をもとに、当社の判断にて記載しております。そのため、将来に亘り当社を取り巻く経営環境（内部環境
及び外部環境）の変化によって、これらの記載内容などを変更すべき必要が生じることもあり、その際には、本報告書の
内容が将来実施又は実現する内容と異なる可能性もあります。よって、本報告書に掲載した内容や数値などを、当社が
将来に亘って保証するモノではないことを、十分にご了承願います。

② 本書ご利用上の注意

本知的資産経営報告書の作成にあたっては、本書記載内容につき、その客観性を維持・向上させる趣旨から、次に掲げ
る専門家のご支援・ご監修を賜りました。

③ 作成支援・監修専門家

（中小企業診断士）

① 知的資産経営報告書とは

○ 神戸商工会議所 経営支援センター

○ 株式会社バリューシンク 林 浩史氏

○ イーエムイーコンサルタンツ株式会社 小野 知己氏

○ ビジネス・コンサルティング フォルテ 山本 知美氏

１０．知的資産経営報告書とは

（中小企業診断士 一級販売士）

（中小企業診断士）


